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ラ イ フ イ ベ ン ト ・ ト レイ ルを用い たオーセ ンテ イ ツク リ ー ダーシ ツプの検討- 教師の価値観や信念を学級経営に活かす試み一 

Examining authentic leadership by the Li fe-Events Trail method:
A new idea for applying teachers' values and/or conviction to 

classroom management
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This article proposed a new idea for applying teachers' values and/or conviction to their classroom management. Based on 

authentic leadership theory, we developed a new method called Li fe-Events Trail (LET) for analyzing authentic-sel f formation 

process generating one's values and/or conviction. Five teachers and their pupils participated in the study aiming to reveal the 
relationship between teachers' authentic-sel f formation and pupi ls' relational sel f-esteem and identi f ication to their classroom. 

The result indicated that teachers' authentic-sel f formation related to their authentic behavior; expression one's values and/or 

conviction in communicating with their pupils. Further, pupils' relational sel f-esteem and identi fication positively correlated to 

the frequency of teachers' authentic behavior. These results suggested that LET is useful not only for analyzing authentic lead- 

ership but also for developing lt. 
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1 . は じ めに

学校教育場面におけ る リ ーダーシ ッ プは、 学校経営で

の校長の手腕や ミ ドルリ ー ダーのあ り 方 と い っ た文脈で

語ら れるこ と が多い。 そこ でのリ ーダーシ ッ プ研究は、

リ ーダーの特性やス タ イ ルに主眼を置き、 組織運営の有

効性や生産性への影響を繰り 返し検討 し てきた。 しかし、

リ ー ダー シ ッ プは本来 リ ーダーと フ オロ ワ ー の相互作用

的影響過程と定義 さ れており (Chemers, 1997)、 リ ーダー

の力量のみに還元 し う る も のではない。 リ ー ダー シ ッ プ

と は同時に フ オロ ワ ー シ ツプであ り 、 リ ー ダーと フ オロ

ワー の相互作用的関係性においてこ そ分析 さ れるべき も

のであ る。 こ のよ う な観点から竹西 (2010a) は、 リ ー

ダーシ ッ プ研究が、 校長の手腕や学校組織内におけ る大

人同士の関係にと どま ら ず、 大人 と 子 ども すなわち教師

と児童生徒間の関係を分析する上で も有効であるこ と を

論 じ てい る。 たと えば担任教師は、 学級経営において幅

広い行動の自由度を持つが、 行動の自由度はリ ーダーシッ

プ過程を生起させる前提条件である。 担任の行動が学級

全体の様子や個々の児童に変化 をおよぼす過程をリ ーダー

シ ッ プの視点から捉え て分析す るこ と は、 従来、 明確な

検証方法を持たなかった学級経営 に行動科学の理論をも っ

て切り 込むこ と を可能にする。

近年のリ ーダーシ ッ プ研究では、 リ ーダーと フ オロ ワー 

の相互作用的関係性を重視す る立場からい く つかのモデ

ルが提出 さ れてい る。 フ オロ ワ ー こ そがリ ー ダー シ ッ プ

におけ る最重要な要因であるとす る フ オロ ワー 中心主義

( follower-centered perspective; Shamir, 2007) 、 フ オロワー 

か ら のリ ー ダー是認が信頼の基盤であ る と す る モ デル

(竹西 ・ 竹西, 2006) 、 リ ーダーがフ オロワー の愛着対象

と し て機能す る モ デル (Davidovitz et al., 2007) 、 フ オ

ロ ワー に寄り添い自己犠牲的です ら あるリ ーダー像を示

すモデル (Greenleaf 1991) な どが例と し て挙げら れる。 

こ れら のリ ー ダー シ ッ プモ デルに共通す る こ と は、 リ ー

ダーの フ オロ ワー に対す る誠実性であり 、 リ ー ダーにモ

ラ ルを重視 し内在化す るこ と を求めてい る点であ る。 つ

ま り 経済成長期にあり がち だ っ たリ ー ダー像、 目標達成

のためには手段 を選ばない マ キ ヤベ リ ア ンや フ オロ ワ ー 

を道具と す る プラ グマ テ イ ス ト ではな く 、 目標達成へ向

かう 集団相互作用の中で、 フ オロワー に真摯に向き合い、

リ ーダー自身 も成長す る も のと し て捉え る リ ー ダー シ ッ

プモ デルで あ る。

本論では、 こ のよ う な リ ー ダー シ ッ プ研究の流れのな

かで、 オー セ ン テ イ ツク リ ー ダー シ ツプモ デル (authen- 

tic leadership model) を取 り 上げ る。 オーセ ン テ イ ツク

とは 「本物の ・ 本来の」 を意味する単語であり 、 オーセ

ンテ イ ツク リ ー ダー と は、 自己形成の過程 を経て築き あ
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げた本来の自分 ( こ れを以下 「オー セ ンテイ ツク セルフ : 

authentic-sel f」 と 呼ぶ) を自覚 し、 その自分 を偽 るこ と

な く 行動に反映 さ せる こ と によ っ て、 フ オロ ワ ー に ポジ

テ ィ ブな影響 をお よ ぼす リ ー ダーを指す。 リ ー ダーにな

る以前から人 と し て生き てき た道、 さ ら には職業人 と し

て歩んでき た来 し方、 その過程での様々な経験と内省に

よ っ て培われた 「生き てい く 上で大切に し てい る価値観

や信念」 あるいは 「自らの生き方 ・ 生き様」 を自覚 し、

その自覚を基盤にフ オロ ワー に接 し、 意思決定を行う こ

と がオーセ ンテ イ ツク な行動であ る。 ただ し、 こ の価値

観や信念の形成過程におい てモ ラ ルの内在化がな さ れな

け れば オ ーセ ン テ イ ツク と はい え ない。 オ ーセ ン テ イ ツ

ク リ ー ダー の示す価値観や信念はモ ラ ルに裏打 ち さ れた

普遍的な ものでなけ ればな ら ない。 オーセ ンテイ ツク リ ー 

ダー と な るための要件 を表 1 に示す。

オーセ ンテ イ ツク リ ー ダーに接す る こ と は、 フ オロ ワ ー 

に と っ て ポ ジテ ィ ブな経験であ り 、 時 と し て リ ー ダーの

示す価値観や生き方を学習 し、 無自覚のう ちに内面化さ

せるこ とが知られている (ex. Avolio and Gradner, 2005)。 

ま た現時点 で オー セ ンテ イ ツク リ ー ダー の行動要素 を備

えてい ると みな さ れる人の多 く が、 自己形成の過程でオー 

セ ン テ イ ツ ク な 先 達 が い た こ と を 述 べ て い る (ex. 

Shamir and Eilam, 2005) 。 オーセ ンテイ ツク リ ーダーは

フ オロワー にと っ て行動規準や生き方 を示す “お手本”

と な り 、 フ オロ ワ ーはリ ー ダーを “見 て育つ” よ う にな

る の で あ る。 オ ー セ ン テ イ ツ ク リ ー ダー シ ッ プ モ デルの

特徴は、 価値観や生き方 を通 じ たフ オロ ワ一教育にあ る

と いえ る。

こ のよ う な特徴 を も つ オ ーセ ン テ イ ツク リ ー ダー シ ッ

プモデルは、 学校教育場面、 特に教師と子 どもの関係性

が重視さ れる学級経営や特別活動のあり 方を検証する上

で有効 で あ る と 思われる。 オ ーセ ン テ イ ツク セル フ を形

成 し自覚 し てい ると、 教師は子 ども と接す る中で自 ら大

切にし てい る価値観や信念に基づ く 判断や行動をと るこ

と ができ る。 子 どもは、 教師の価値観や信念を無自覚的

に学習 し内面化するこ と で同様の価値観を持つたり 、 あ

るいは同様ではな く て も そこ に内在化す るモ ラ ルを学習

す る。 そのこ と によ っ て子 ども の社会性が促進 さ れ、 教

師 と 子 ども のみな らず、 子 ども同士におい て も ポジテ ィ

ブな影響関係が作 ら れてい く 。 教師はいわゆる円滑で良

好な学級経営ができ、 ひと り ひと り の子 どもは学級の一 

員であるこ と に満足 し自己肯定感を持つこ と ができ るよ

う にな る と 考え ら れる。

以上の議論から本論では、 学級経営におけ る担任教師

の行動 を オ ー セ ン テ イ ツク リ ー ダー シ ツ プモ デルか ら分

析 ・ 検証す るこ と を目的 と す る。 そのために以下では、

オ ー セ ン テ イ ツク リ ー ダー シ ツ プの中心的特徴 で あ る価

値観 ・ 信念の形成過程の振り 返り と明確化 を行う ための

課題を新たに開発 し、 小学 5 年生の担任を対象に実施す

る。 さ ら にその結果 を、 実際の学級状態 と の関連で検討

するこ と によ り 、 開発 し た課題の有効性を検証すると と

も に、 オ ーセ ン テ イ ツ ク リ ー ダー シ ツ プモ デルが教師 の

学級経営の分析に有効であるこ と を示す。 

2 . 研究
( 1 ) ライ フイ ベ ン ト ・ ト レイ ル法の開発

1 ) 特徴と手続き

オ ー セ ン テ イ ツク リ ー ダー シ ッ プ を記述す る特徴 は複

表 1 : オ ー セ ン テ イ ツク リ ー ダー の要件

正確な自己知識 を持ち、 価値観や信念 を含んだ自己定義が明確であるこ と。

同時に、それらの価値観や信念が様々な経験を通 じたア ク テ イ ブ ラ ー ニ ン グ

の結果、 普遍的モ ラル を内在化 した形で形成されてい るこ と。 ( この状態 を

「オーセ ンテ イ ツクセル フ が形成 さ れてい る」 と 呼ぶ) 

l要 件 31 

リ ーダーとい う役割におけ る自己と オーセ ンテ イ ッ クセルフ が一致 してい

るか、 あるいは矛盾な く 統合されてい るこ と。 特に役割に付随する利益のた

めにオーセ ンテ イ ツクセルフ を偽ら ないこ と。 

リ ーダーと しての行動の中にオーセ ンテ イ ッ クセルフの価値観や信念が適

切に表現さ れてい る こ と。 同時に、 適切に表現す るための状況判断や フ オロ

ワ一理解が適切であるこ と。 ( このよ う な行動 を 「オーセ ンテ イ ッ ク な行動」

と 呼ぶ) 
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数の研究者によ っ て議論さ れ、 その定義は完全に一致 し

ている訳ではない (Avolio et al., 2009) 。 しかし ながら、

リ ーダー自身の自己理解と自覚 さ ら にはそ れに基づ く 意

思決定や行動選択については、 ほぼすべての研究者が一 

致している。 そこで Shamir and Eilam (2005) は自己定

義 (sel f-concept) の側面から オーセ ンテ イ ツク リ ー ダー 

を定義す る こ と を提唱 し 、 価値観や信念 (values and 
conviction) の明確化 と リ ー ダー行動 と の一 致 (sel f- 
concordance) を主要素 と 位置づけ た。 その上 で、 オ ー 

セ ンテ イ ツク リ ー ダー と し ての特徴 を獲得す る過程、 す

なわち自己定義や価値観 ・ 信念の形成過程を対象者が自

らの人生経験を語るライ フス ト ーリ ー手法によ っ て記述 ・ 

分析しよう と した。

ラ イ フ ス ト ーリ ーを語 る作業は 「自分が何者であるか

を語 る だけ で な く 、 なぜ自分が今こ こ にあ るのかを語 る

こ と」 (Simmoms, 2002) であ り 、 オーセ ンテ イ ツク セ

ルフの形成過程を記述 ・ 分析するために有用であ ると い

え る。 しかし “自分を物語る” 手法では、 過度の自己正

当化やプロ ト タイ プ的要素の混入と い っ た歪みを回避す

るこ と が難しい。 ま たこ の手法は対象者の自由な語り に

よ る も のであ る ため、 聴取者と のラ ポー ル形成 を含めて

実施や分析にかな り の時間がかかる。 そのためも あ っ て

こ の手法を用いた研究は有名企業の c EO な どの自伝や

著書の分析にと どま り 、 実際の現場で多 く のリ ーダーを

対象 と し た実際的な も のにはな っ てい ない。 さ ら にライ

フ ス ト ーリ ー手法では、 リ ーダーシ ッ プ検証の必須要素

であるフ オロワーへの影響を取り出すこ とが難しい。 ト ッ

プリ ーダーの分析では フ オロ ワーへの影響 も本人の 「語

り」 の中に入 っ ており 、 客観的指標によ る検討が不十分

である。 現在のと こ ろ個人対象にと どま っ てい る研究 を

多 く のリ ーダーを対象 と し た組織や現場に拡大するため

に も、 ま た フ オロ ワーへの影響 を客観性のあ る形で取り

出 し て リ ー ダーの オ ーセ ン テ イ ツク セル フ と の対応 を検

討するためにも、 新たな研究手法の開発が必要であ る。

そこ で本研究では、 ラ イ フ ス ト ーリ ー手法よ り も簡便

でかつ一定の枠組みにそ っ た作業によ っ て人生を振り 返

り 、 オー セ ン テ イ ツク リ ー ダーの要件 で あ る価値観や信

念の形成過程を記述 ・ 分析でき る課題 を作成す る。 こ の

新たな手法が満たすべき点は、 以下の 2 点である。 

1) 今までの人生におけ る様々な体験によ る学びと その学

びの能動的な内省 を通し て、 現在の生き方や生き て行

く 上で大切に し たい価値観 ・ 信念が明確に形成 さ れて

い るかどう かがわかる。 (表 1 のオーセ ンテ イ ツク リ ー

ダー の要件 1 に対応)
2) リ ーダーと いう 役割におけ る自己 と、 一人の人間と し

て形成 さ れた オ ー セ ン テ イ ツク セル フが一致 し てい る

か、 あ るいは矛盾 な く 統合 さ れてい るかどう かがわか
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る。 (表 1 のオ ー セ ン テ イ ツク リ ー ダー の要件 2 に対

応) 

こ れらの 2 点 を可能にする課題と し て、 こ こ では臨床

場面での自己理解用に開発 さ れた 「 ライ フ ・ ト レイ ル面

接法」 (黒瀬, 2006) に注日 し た。 ライ フ ・ ト レイ ルは、

横軸に 0 歳から50歳までの年齢を 5 歳刻みに取り 、 その

横軸 を中心に上下と な る縦軸 を配 し た空白のグラ フ を用

いる。 縦軸は中央をニュート ラルと して上方に行 く に従っ

て ポジテ ィ ブな状態、 逆に下に行 く に従 っ てネ ガテ ィ ブ

な状態 を意味す る。 ク ラ イ ア ン ト はそれぞれの年齢にお

け る自分の状態を、 過去およ び想像でき る範囲での将来

にわた っ て連続 し た曲線で記入 し、 その曲線のア ッ プ ダ

ウン ( “人生の浮き沈み” ) を基に面接者と の対話を行

い、 自己理解を深めると いう ものであ る。 黒瀬 (2006) 
は、 こ の面接法によ り ク ラ イ ア ン ト は自己の連続性 ・ - 
貫性を感 じ、 自己 を育 んだ過去に目を向け るこ と で未来

への活力がも たら さ れると し てい る。

オ ー セ ン テ イ ツク リ ー ダー の自己形成過程では、 連続

性 ・ 一貫性も さ るこ と ながら、 多様な体験から得た学び

の集積、 それら を統合す る自己定義や生き方、 さ ら には

自己定義や生き方を決定づけた出来事、 そこ から得ら れ

た価値観 ・ 信念の発見 ・ 確認、 等々の作業が重要になる。 

そこ で今回の課題では、 ライ フ ・ ト レイ ル面接法で用い

ら れてい る人生の浮き沈みではな く 、 時々の出来事 ・ 体

験 ( ライ フイ ベ ン ト ) を振り 返る作業 を採用 し た。 また、

将来ではな く 現在の自分に至 る過去、 今の自己が形成 さ

れた過程におい て実際にあ っ た出来事 を思い出 し て時間

軸上に位置づけ、 同時にポジテ ィ ブ、 ネ ガテ ィ ブそれぞ

れにマ ッ ピ ン グす る こ と を求めた。 さ ら に過去の経験か

ら得ら れた価値観や信念、 すなわち 「生き る上で大切に

し たいこ と」 を抽出 し、 段階的に意識化 させてい く 質問

を設定 し た。 その上で、 この作業 を 「一人の人と し て人

生を振り 返っ て」 と いう 教示のも と と 、 「職業人 (今回

は 「教師」 ) と し ての人生を振り 返っ て」 と いう 教示の

も と と で 2 回行い、 役割 と し ての価値観や信念と 本来の

自己のも つ価値観や信念に共通性が見 ら れるかを検討 し

た。 こ の一連の作業によ り 、 それぞれの対象者において、

上述し た 1 ) 経験を通 じて、 価値観や生き方が明確に

形成 さ れてい るか、 2 ) 価値観や生き方におい て、 役

割 と し ての自己 と本来の自己が矛盾な く 統合 さ れてい る

かどう かが明 らかに さ れよ う 。 本研究で開発 し たこ の一 

連の作業 を、 こ れ以降 「 オ ーセ ン テ イ ツク リ ー ダー シ ッ

プ分析のためのラ イ フイ ベ ン ト ・ ト レイ ル法 (略 し て、

ラ イ フ イ ベ ン ト ・ ト レイ ル (Li fe-events trail: LET)」 と

呼ぶ。 表 2 に具体的手続き、 図 1 に LET(1) シート の作

業例 (実際の結果ではな く ダミ ー) を示す。 
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2 ) 予備的実施と検証

ラ イ フイ ベ ン ト ・ ト レイ ルが対象者に大き な心理的負

担を引き起こ すこ と がないか、 また教師にと っ てやり づ

ら い課題 と な っ ていないかを確認す る ために予備的実施

を行った。 小学校教諭 5 名 (年齢20代から50代) を対象

に実施し たと こ ろ、 今までに経験し たこ と のない課題で

あ っ たための戸惑いは多少みら れた も のの、 心理的負担

感や拒否感は見 ら れなかっ た。 ま た作業の目的やオー セ

ン テ イ ツク リ ー ダー シ ッ プ と の関連 を解説す る こ と で、

参加者の学びと し て歓迎 さ れる一面 もあ っ た。 なおこ こ

では実施方法と し て、 個別 (対象者と実施者と の 2 人で

の実施) と集団 (複数の対象者と 1 人の実施者) の両方

を試し たが対象者の反応や作業状態に差は見ら れず、 実

施人数によ る問題はなかっ た。 

( 2 ) 学級担任 に おけ る オ ー セ ン テ イ ツ ク リ ー ダー シ ッ

プの検討

1 ) 目的と仮説

本研究の目的は、 学級担任におい て オー セ ンテ イ ツク

リ - ダー に求めら れる自己形成が どの程度な さ れてい る

のかを明 ら かに し て、 その結果 を実際の学級状態 と併せ

て検討 す る こ と に よ り 、 オ ーセ ン テ イ ツ ク リ ー ダー シ ツ

プモデルが教師の学級経営の分析に有効であるこ と を示

すこ と であ る。 その際に忘 れてはな ら ない こ と は、 単 に

価値観や信念の明確 さ のみではオー セ ンテ イ ツク リ ー ダー 

と はいえ ない こ と で あ る。 オーセ ンテ イ ツク リ ー ダーは、

オーセ ンテ イ ツク セルフ を自覚 し た上で、 自 ら の価値観

や信念 を行動に反映 さ せ る こ と によ っ て、 フ オロ ワ ー に

ポジテ ィ ブな影響 をおよぼ さ ねばな ら ない。 つま り 要件

3 である 「 リ ーダーと し ての行動の中に価値観や信念が

適切に表現 さ れてい る こ と ( オー セ ンテ イ ツク な行動 を

示す) 」 が必要である。

担任教師でいえば、 日々の学級経営の中で子 どもたち

と接す る際に、 自分が生き る上で大切に し てい る価値観

が反映さ れた行動がと れてい るか、 特に問題解決や意思

決定の場面で オー セ ンテ イ ツク セルフ を偽 ら ない判断が

で き るかが重要であ ろ う 。 さ ら にオーセ ンテ イ ツク リ ー 

ダー シ ツプモ デルに基づけ ば、 リ ー ダーのオー セ ンテ イ ツ

表 2 ライ フイベン ト ・ ト レイル法 (L i fe-events Trai l Method) の手続き

1) <LET(1) : 一人の人と しての人生を振り返って> を準備す る。 (A4 横置き の用紙に、

横軸が中央線と して引かれてお り、縦軸の中央線よ り上に「ポジテ ィ ブなでき ごと」、

下に 「ネ ガテ ィ ブなでき ごと」 と記 されてい る) 

2) 横軸中央線が現在に至るまでの人生を表すと説明する。 その上で、 対象者自身が現

時点での年齢を横軸の右端に記入 し、 対象者自身が年齢区分を設定 ・ 記入する, 

3) 対象者に付箋を渡 し、 以下の教示を行 う , 「これから一人の人間と して人生を振り

返っ て も らいます。 付箋に人生 を振り 返っ て思い出す出来事を簡単に書いて く だ さ

い , ポジテ ィ ブな こ と 、 ネ ガテ ィ ブな こ と 、 いずれで もかまい ません, また、 思い

出 した く ないこ と は書かな く てかまいません, 出来事を書いた ら、 付箋 を LET(1)

シー ト の当てはま る場所に貼っ て く だ さい」

4) 十分な時間 をと っ て作業が終了 した後、 <LET(2)> のシー ト を配付す る , (2)には、

(1)で行っ た作業から、 今までの人生で“大切に してきたこ と 'の発見に至るために、

3 ステ ッ プからな る課題が設定されてい る, こ れらの課題によ っ て 「生き る上で大

切に してい るこ と (価値観) が何であるのか」 「経験がどのよ うに作用 して、 生き

る上で大切に したいこ と (価値観) を得たのか」 を明 らかでき る, 

5) 続いて <LET(3) : 教師と しての人生を振り返って> シー ト を配付 し、 1)から 3)の作

業 を繰 り 返す, ただ し、 教示では 「教師と しての人生を振り返っ て」 と す る。 また

実際に教職に就 く 以前の出来事 (なろ う と お もっ たき っかけな ど) も記入 してよい

と し、 そのため年齢区分は(1)のものと同 じでよい こ と (教職に就いた時点を左端に

する必要はない) を説明す る。 また、 (1)で取り上げた出来事が重複 してあっ て も よ

い , 作業終了後(4)のシー ト で、 4) と同様の課題を行 う , 

6) <LET(5)> を配付 し、(2)の結果 「一人の人と して大切に したいこ と」 と (4)の結果 「教

師と して大切に したい こ と」 の共通性や統合性の有無を確認す る課題 を行 う。 
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図 1 ラ イ フ イ ベ ン ト ・ ト レイ ル< LET(1) : ひと りの人と しての人生をふり返 って> の例 ( ダミ ー) 

ク な行動は、 フ オロ ワー の価値やモ ラ ルの内面化 を促進

し、 ポジテ ィ ブな影響 を及ぼす と考え ら れる。 つま り 、

子 ども の前で オ ー セ ン テ イ ツク な行動が と れる、 あ るい

は示せる担任の学級は状態が良好であり 、 子 ども たちの

心理面でも良好な様子がう かがえよ う 。

以上のこ と から本研究では、 まず学級担任に対 し てラ

イ フ イ ベ ン ト ・ ト レイ ルを実施 し、 そ れぞれのオーセ ン

テ イ ツク セルフの形成状態 を明 ら かにす る。 その上で、

教室内におけ る担任教師の行動を観察 ・ 記録 し、 子ども

に接す る中で オー セ ンテ イ ツク行動が どの程度出現 し て

い るのかを調べ る。 さ ら に、 担任教師のオーセ ンテ イ ツ

ク行動の頻度 と 、 それぞれの学級状態、 特に子 ども の心

理面 と の関連を検討する。 仮説は次の 2 つである。 

1) オー セ ンテ イ ッ ク セル フ を形成 し てい て価値観や信念

を明確に自覚 し てい る教師ほ ど、 子 ども の前で オー

セ ンテイ ツク な行動 を示すこ と が増え る。

2) 学級担任のオー セ ンテ イ ツク行動の頻度は、 子 ども の

心理面の良好 さ と し ての学級状態と関連する。 

2 ) 方法

対象

H 県 K 市立 A 小学校 5 年生学級担任 5 名。 年齢は20 
代から50代、 男性 2 名女性 3 名。 A 小学校は人口27万人

ほどの地方都市の中心部に位置 し、 各学年 と も 4 5 ク
ラ ス編成。 5 年生は 5 ク ラ スであ る。 校長な ら びに全学

級担任の了解を得 て、 研究に参加 し て も ら っ た。 

ライ フイ ベ ン ト ・ ト レイ ルの実施

5 人の学級担任 を対象に、 ラ イ フイ ベ ン ト ・ ト レイ ル
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を個別実施した。 実施時期は 8 月。 

教師の発話内容の記録

教師が子 ども と接す る中で、 生き方や価値観が表現 さ

れる行動は多種多様である。 また表現のさ れ方も直接間

接の両方があり 、 場合によ っ ては一つの行動 と いう よ り

は (たと えば問題解決の過程のよ う に) 一連の行動の中

に示 さ れるこ と も あ ろ う 。 しか し ながら、 教室での教師

の全行動 を観察 ・ 記録 し、 価値観や信念と の関連を見い

だすこ とは極めて困難である。 そこ で今回は分析の対象

を、 教師の子 ども に対する発話に限るこ と と し た。

具体的には、 一学期に学級会活動の時間を学級ごと に

3 時間、 二学期に教科の授業 を学級ごと に 6 時間ずつ観

察 し、 教師と 子 ども のコ ミ ュ ニケーシ ョ ンを記録 し た。 

その記録から、 ライ フイ ベ ン ト ・ ト レイ ルで明らかになっ

た各担任の価値観が表現 さ れてい る発話を カ ウン ト し、

回数を求めた。 

子ど もの関係自尊心と学級所属感の測定

学級状態の良好 さは様々な側面から査定するこ と が可

能であ るが、 本研究では子 ども の心理面から捉え るこ と

と し た。 そこ で学級状態に関わる子 どもの心理を測定す

る指標と し て 「関係自尊心」 と 「学級所属感」 を用いた。 

関係自尊心は 「他者と の関係におけ る感情をと も な っ た

自己評価」 であり 、 集団や他者と の結びつきの指標と な

る状態自尊心のひとつである (竹西, 2010b) 。 フ オロワー 

の関係自尊心は、 フ オロワー を尊重 し親身になるリ ーダー

のも と で高まるこ とが知ら れており (竹西 ・ 竹西, 2006) 、

学級経営の状態 を リ ー ダーシ ッ プの側面から検証す るた

めにも適切な指標と いえ る。 こ こ では小学生が対象であ
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るこ と から、 関係的幸福 と関係的存在意義の下位尺度か

ら なる 6 項目 (小学生版) を用いた。 項目には 「わた し

はまわり の人と の関係で 『 し あわせ』 を感 じ てい る (関
係的幸福)」 「わた しはまわり の人から必要だと 思われて

いる (関係的存在意義)」 な どがある。

学級所属感は、 学級の一員 と し てのメ ンバーシ ッ プす

なわち社会的 アイ デ ンテ イ テ イの程度 を測定す る も ので

あ り 、 子 ども に と っ ての学級の魅力の程度、 さ ら には学

級の集団と し てのま と まり の指標である。 「『自分はこの

ク ラ スの一員 だな あ』 と 感 じ る こ と があ る」 「 ク ラ ス全

体がほめら れる と 、 自分のこ と のよ う にう れしい」 な ど

の 5 項目から構成 さ れる。

関係自尊心、 学級所属感と もに 「当てはま る 一当ては

ま ら ない」 を係留 と す る 5 段階間隔尺度 を呈示 し、 「自

分の気持 ちに 『一番 ぴっ たり 当 てはま る と こ ろ』」 に丸

を求めた。 調査は一学期の終わり ( 7 月) と、 二学期の

終わり (12月) に学級ごと に実施さ れた。 

く 上で欠かせない プロ セスは 「価値観や信念を、 個人的

な経験をも と に能動的な内省 を通じ て内在化 し、 自分の

ものにしてい く (Shamir and Eilam, 2005)」 こ とである。 

そこ で定性的評価では、 1 ) 価値観 ・ 信念が明確化 さ れ

てお り 具体性 を持 っ てい るか、 2 ) 価値観の形成過程に

おいて個人体験の能動的内省がう かがえ るか、 3 ) 役割

と し ての価値観と 人と し ての価値観に共通点があ るか、

の 3 点 を評価のポイ ン ト と し た。

その結果、 3 ) については、 5 人の担任教師すべてが

「共通点があ る」 と 回答 し てお り 、 人 と し ての価値観や

生き方が教師と し てのそれの基盤と な っ てい るこ と がう

かがえ た。 また、 1 ) およ び 2 ) につい ては想起 ・ 記述

さ れた ラ イ フイ ベ ン ト の数が多 く 具体的であるほ ど、 形

成 さ れた価値観が明確かつ具体的であり 、 目標と なる児

童の姿が想像 しやすい ものであ っ た。 なお、 いずれの教

師が記述し た価値観も普遍的であり 、 モ ラ ルから逸脱 し

た も のはなかっ た。 各担任 (A ~ D) の価値観 と 、 ラ イ

フイ ベ ン ト ・ ト レイ ルから読み取れる価値観の形成 プロ

3 ) 結果 セスを表 3 に示す。

ライ フイベン ト ・ ト レイルに見る担任教師のオーセンテイ ツ

ク セルフの形成 担任 A は、 ラ イ フイ ベ ン ト の記述が豊富で、 いずれ

ライ フイ ベ ント ・ ト レイ ルの ( 1 ) から ( 5 ) の各 シー も 具体性に富 んだエ ピ ソ ー ド を記 し てい た。 ま た、 様々

ト に記述さ れた内容 を、 5 人の担任教師 ごと に定性的に な体験の中でその都度自己 を見つめ、 本人にと っ てネ ガ

評価 し た。 オーセ ンテ イ ツク リ ー ダー と し て発達 し てい テ イ ブな出来事 も ポ ジテ ィ ブに受け止めら れるよ う に価

表 3 ラ イ フ イ ベ ン ト ・ ト レイ ルの結果

学級 

担任 

人生と 教職における 

共通 した価値観 ・ 信念 

ライ フイ ベ ン ト ・ ト レイ ルから読み取れる 

価値観 ・ 信念の形成プロセス

A 
(30 代 

男性) 

努力 ・ 挑戦 ・ あき らめない 

先生になるき っ かけ を与えて く れた先生と の出会い。 先生にな 

る決意を与えて く れた陸上部での体験。 夢 を自分でかなえたこ 

と への誇 り 、 子どもへの接 し方がわから ない時の内省、 6 年担 

任時の しんどい思い と 教師になっ てよかっ たとい う 思い。 

B 
(30 代 

女性) 

精い つぱいの努力 

楽 しかっ た小学校時代。 採用試験で 2 回の不合格、 なぜ落ちた 

か今もわからず自信がな く なっ てき た。 日々一生懸命やっ てい 

るが子 どものためになっ てい るのかと 考えて し ま う。 

c 
(50 代 

女性) 

人の持つ力 を信 じ る 

身内の死によ り 時間が白分の ものだけではな く な る。 他の人の 

時間も大切に し よ う と 思 う よ う にな る。 自分にでき るこ と は し 

よ う、 で も無理は しない。 目立たない存在と 思っ ていた自分が 

様々なチ ャ ンス を与えて も らっ て白分の力に気づき、 前向き な 

気持 ち を持てた。 

D 
(20 代 

男性) 

人間関係、 友だ ち 

小学校 3 年からの野球で仲間や運動時間が増えた。 今で もつな 

がる仲間。 小 ・ 中 ・ 高の先生と の出会いによ り絶対先生にな る 

とい う思い を持つ。 大学入試や採用試験での度重なる失敗の時 

も先生や仲間に支えられた。 

E 
(40 代 

女性) 

人と の付き合い方 

人 を大事にするこ と 

人生の転機が結婚と 教採合格。 結婚で知らない士地に来て知 り 

合い をつ く ろ う と努力 した。 様々な保護者と う ま く 付き合っ て 

いけ る よ う にな り たい。 
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値を内在化 し てい く 様子がう かがえた。 さ らに一人の人

と し て大切にし てき たこ と と教師と し て大切に し てき た

こ と、 さ ら にはこ れから大切に し ていき たいこ と がすべ

て合致し、 価値観が明確にな っ てい る印象 を受け た。 こ

れら のこ と か ら 、 担任 A は オ ーセ ン テ イ ツ ク セ ル フ を

形成し ていると判断でき る。

担任 B は、 ポ ジテ ィ ブ な で き ご と と し て記 さ れたほ

と んどが 「 0 0 時代、 0 0 生活は楽 しかっ た」 と いう 具

体性に欠け る漠然 と し た も のであ るのに、 ネ ガテ ィ ブな

でき ごとは具体的であり 、 ア ンバラ ンスな印象 を受けた。 

保護者対応な どのネ ガテ ィ ブな体験から努力するこ と を

価値観と し てい るが、 担任 A のよ う な内省の過程は記

述からはう かがえず、 「努力」 は教師と い う 役割に不安

を感 じ てい る こ と の裏返 しのよ う であ る。

担任 c は 5 人の中では相対的に長い人生経験 ・ 教職

経験 を持 つており 、 ラ イ フイ ベ ン ト の記述から は他者と

の関係性の中での自己 を意識 し、 そこ での成長 を感 じ て

き たこ と がう かがえ る。 し かし、 人と し て形成 した価値

観と教師 と し ての価値観には矛盾 こ そ ない も のの、 重な

る部分が少な く 、 児童に明確に示せるよ う な具体性がみ

ら れない。 教師と いう 役割 を本来の自分と 切り 離 し てい

る よ う で あ り 、 オ ーセ ン テ イ ツク リ ー ダーの要件 2 が満

た さ れてい ない。

担任 D は、 いずれのふり 返り で も ラ イ フイ ベ ン ト の

すべてが 「野球」 あるいは 「教職」 に関連するこ と であっ

た。 20代で 5 人の中では経験の多様性が少ないこ と を考

慮 し て も、 担任 D に と っ て こ の 2 つが今ま での人生の

ほと んどを占めていたこ と がう かがえ る。 「友人が大切」

と いう 価値観は、 野球で も教師を目指 し た過程で も挫折

や失敗を重ねた都度、 先生や友人に支え ら れた体験に基

づいてい る。 能動的内省の程度は明 ら かではな く 、 教職

経験の浅 さによ る単なる未分化状態と も考え ら れるが、

役割と本来の自己の一致度は高いこ とから オー センテイ ツ

ク セルフの萌芽が見 ら れる と もいえ る。

担任 E は、 人 と の付き合い を大事 にす るこ と を価値

観と し てあげてい る。 ラ イ フ イ ベ ン ト の記述から、 新規

の土地や新 しい関係性の中で自分の居場所 を探る経験が

基にな っ てい るこ と が読み取れる。 し かし、 価値観の形

成過程におけ る内省や学びの深ま り は記述にう かがえず、

当 たり 障り のない関係性に安住 し満足 し てい るよ う に思

われる。 

担任教師のオ ー セ ン テ イ ッ ク な発話の回数

一学期の学級会活動、 二学期の授業の観察記録を用い

て、 学級ごと に担任教師の発話内容を分析 し た。 分析に

あた っ ては、 すべての発話 を網羅的に分類す る規準 を作

成 し たが、 その規準およ び作成過程は別の報告に譲る。 

こ こ ではラ イ フイ ベ ン ト ・ ト レイ ルの結果明 ら かにな つ
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た各教師の価値観が表現されている発話を、 オーセンテイ ツ

ク な発話と し て分類 した結果を示す。 今回分析 さ れた記

録は学級会活動や授業開始時の相互作用場面であり 、 教

師が一方的に子 ども に話 をす るのではな く 、 教師と子 ど

も あ るいは子 ども同士の自然な コ ミ ュ ニケーシ ョ ン場面

であ っ た。 そのため、 教師のオーセ ンテ イ ツク な発話は、

価値観に基づ く 自 らの考えや示唆を伝え る能動的なもの

と 、 子 どもの発話に対 し て価値観に基づ く 反応 を返すも

のの両者が含ま れてい る。

ま た全体の プレ分析から教師のオー セ ンテ イ ツク な発

話の分析は、 授業開始直後の10分程度が適切であると考

えられた。 授業の最初10分には、 当該時間での活動内容

や目標の伝達な ど教師から の働き かけが多 く 、 かつ教師

の行動の自由度が高い。 さ らに授業は じめの教師の働き

かけは、 子 ども のやる気 を引 き出 し目的意識 を持たせる

ために重要で あり 、 そ こ での発話がオーセ ンテ イ ツク で

あ る こ と は子 ど も に対す る ポ ジテ ィ ブな影響 をおよ ぼ し

やすいと考え ら れる。 そこ で、 今回の分析では各授業時

間の最初の10分間に特化 し て、 オーセ ンテ イ ツク発話の

回数 を調べた。 その結果、 教師によ っ て オー セ ンテ イ ツ

ク な発話の回数に明確な差異が認めら れた。 担任 A は

ー、 二学期 と も に12回と 相対的にオーセ ンテ イ ツク な発

話が多 く 見ら れた。 他の担任は 5 回以下で、 0 回の担任

もあっ た。 (表 4 参照) 

子ど もの関係自尊心と学級所属感

学級ごと に 2 回行われた関係自尊心と学級所属感の調

査結果を表 4 に示す。 数値は各指標の全項目の合計点の

平均値であり 、 数値が大きいほど関係自尊心や学級所属

感が高いこ と を示す。 関係自尊心 ( 6 項目) は、 6 -30 
の範囲を取り 、 中央値は18である。 学級所属感 ( 5 項目) 
は、 5 -25の範囲で中央値15である。 いずれの学級で も

平均値は中央値を超え ており 、 関係自尊心、 学級所属感

と も に低い状態ではなかっ た。 

仮説の検討 : オー セ ン テ イ ツク リ ー ダー と し ての担任 と

学級状態の関連

本研究の仮説 1 ) 、 2 ) を検証す るため、 学級ごと に、

担任のライ フイ ベ ン ト ・ ト レイ ルの結果、 オーセ ンテ イ ツ

ク な発話回数、 子 どもの関係自尊心と学級所属感の関連

を検討 し た。 結果を表 4 にま と める。 まず、 担任のオー 

セ ン テ イ ツク セ ル フ の形成状態 と オ ー セ ン テ イ ツク な発

話回数 には関連が認め ら れた。 オーセ ン テ イ ツク セル フ

を形成 し てい る と判断 さ れた担任 A は、 オー セ ンテ イ ツ

ク な発話が多 く 、 そう ではない他の 4 担任と の間には大

き な差があ っ た。 さ ら に、 担任のオーセ ンテ イ ツク な発

話回数と学級の子どもの関係自尊心およ び学級所属感と

の間には有意な正の相関が認めら れた。 担任のオー セ ン
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テイ ッ ク な発話回数と 子 ども の関係自尊心と の相関は r 
= 0.633 (p<0.05) であ り 、 やや強い相関があ る と いえ

る。 また学級所属感と は r = 0.497 (p<0.10) であり 、 有

意レベルは関係自尊心の場合よ り やや低いが、 データ数

を考慮する と相関が認めら れる と いえ る。

以上の結果から、 仮説 1 ) およ び 2 ) は支持 さ れたと

いえ、 オーセ ンテ イ ツク セルフ を形成 し生き てい く 上で

の価値観や信念 を明確に自覚 し てい る教師ほ ど、 子 ども

の前で オー セ ンテ イ ツク な行動 を示 し、 そのこ と が学級

での子 どもの心理面の良好 さ に関連す るこ と が明ら かに

な っ た。 

3 . 考察
本研究 では、 学級担任が オ ー セ ン テ イ ツク リ ー ダー の

要件 を備え てい るかを新たに開発 し た ラ イ フイ ベ ン ト ・ 

ト レイ ル法と発話内容分析により明らかにした上で、 フ オ

ロ ワ ーへのポ ジテ ィ ブな影響の有無 を学級の子 ど もの心

理面と の相関関係で検討 し た。 今回の結果からは、 担任

教師が過去の経験 さ ら にはそれらの能動的内省 を通 じ て

オー セ ン テ イ ツク セル フ を形成 し 、 生 き る上で大切 に し

てい る価値観や信念を明確に自覚 し てい るこ と が、 子 ど

もの関係自尊心や所属感に関連し、 学級経営におけ る好

ま しい結果を生むと指摘でき る。 当然このこ と のみで学

級状態の良好 さが決ま るわけではないが、 教師が自 らの

人生におい て ア ク テ イ ブ ラ ー ニ ン グの末に獲得 し た価値

観や生き方 を学級で示す こ と は、 子 ども にポジテ ィ ブな

影響 を与え る と考え てよい だ ろ う 。 本研究は、 オー セ ン

テ イ ツク リ ー ダー シ ッ プモ デルが学級経営の状態 を分析

す る上で有効な理論的枠組みであ る こ と を検証的に示 し

た。

今回の結果は一小学校におけ る 5 年生 5 学級で得ら れ

たも のにす ぎない。 ま た、 対象教師のう ちオーセ ンテ イ ツ

ク セルフ を形成 し てい たと判断 さ れたも のが 1 名であ っ

たこ と から、 今回の結果を一般化す るこ と には慎重であ

ら ねばな ら ない。 し か し、 従来から のオーセ ンテ イ ツク

リ ー ダー シ ツ プ研究の課題、 す な わち 1 ) リ ー ダー シ ッ

プの記述 ・ 分析方法の開発と 、 2 ) フ オロ ワーへのポジ

テ ィ ブ影響の客観的検証と いう 2 点において、 本研究は

ひと つの成果 を示 し た ものと いえ よ う 。

本研究で新たに開発 し たライ フイ ベ ン ト ・ ト レイ ル法

は、 従来のライ フ ス ト ーリ ー分析と は異なり 簡便な方法

であ り なが ら、 対象者のオー セ ンテ イ ツク セルフ形成状

態 を査定でき、 同時にリ ーダー行動の基盤と な る生き方

や価値観 ・ 信念を具体的に知 るこ と ができ る。 また、 記

述内容を定性的に評価す る際の視点 も明確に設定 さ れて

い るこ と から、 従来の方法よ り 相対的に客観性の高い評

価が可能である。 こ のよ う な点から今後実施回数を増や

し手法の頑健性を高めてい く こ と で、 ライ フイ ベ ン ト ・ 

ト レイ ル法は、 広範な組織や集団においてオー セ ンテ イ ツ

ク リ ー ダー お よ びリ ー ダー シ ッ プ過程 を記述 ・ 分析す る

手法と し て極めて有望であ る と いえ る。 さ ら に、 ライ フ

イ ベ ント ・ ト レイ ルの持つ査定機能は、 以下に述べるリ ー

ダー シ ッ プ開発におい て も 有効な ツ ールを提供 し う る。 

今後の展開 : オー セ ン テ イ ツク リ ー ダー シ ッ プの開発

オ ー セ ン テ イ ツ ク リ ー ダー シ ッ プ で は、 リ ー ダー自身

表 4 担任のオ ー セ ンテ イ ツク セルフ およ びオ ー セ ン テ イ ツク な発話と 学級状態の関連

学級担任 

ライフイベント・トレイル 

からみた 

オーセンテイツクセルフ 

オーセンテイツクな発話回数 

(授業開始 10 分間) 

学級状態 (子どもの心理面) 

関係自尊心 学級所属感 合 計 

A 形 成 

一学期 

二学期 

12 

12 

23.83 

2470 

20.75 

20.48 

44.58 

4518 

B 未 形 成 

一学期 

二学期 

3 

4 

2241 

21.63 

18.15 

18.06 

40.92 

39.69 

0 分 離 
一学期 

二学期 

1 

3 

2276 

2224 

20.25 

17.03 

43.01 

39.27 

D 一明 芽 

一学期 

二学期 

3 

0 

2219 

22.32 

18.32 

19.44 

40.51 

41 .76 

E 未 形 成 

一学期 

二学期 

0 

3 

23 29 

2357 

18.52 

19.75 

41.81 

43.32 

発話回数との 

相関係数 
0633' ' 0497 * 0598* * 
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* * p< 0.05, * p< 0.10 



ラ イ フイ ベ ン ト ・ ト レイ ルを用いたオー セ ンテ イ ツク リ ー ダーシ ツプの検討

の成長 も重要な鍵であ る。 オー セ ンテ イ ツク リ ー ダー が

持つ価値観は、 そのも の自体はよ く あ る も のであ っ て も

決 し て “誰かの受け売り ” ではない。 その形成過程にお

ける体験や内省は極めて個別的であり、 その個別性によ っ

てこ そ確たる自己 を得 るこ と ができ る。 こ のこ と はま た、

す で に形成 さ れてい た と し て も 、 オ ーセ ン テ イ ツク セル

フが固定的で不変のものではな く 、 新たな体験や場合に

よ っ ては過去の経験の捉え直 し によ っ て、 修正 さ れう る

こ と を意味す る。 つま り 現在 オ ーセ ン テ イ ツク リ ー ダー 

で あ ろ う がなか ろ う が、 人は自 ら のオ ーセ ン テ イ ツク セ

ルフ を “育てで ' い く こ と が可能であり 、 オーセ ンテイ ツ

ク リ ー ダー シ ッ プは万人におい て開発可能であ る と いえ

る。 (同様の議論は Avolio and Gardner, 2005参照)
まずそのためには、 自 ら の経験 を能動的に振り 返り 、

そこ から自分は どのよ う に生き てき たのか、 その上で人

と し て どう 生き るべきかを発見するための深い内省 を教

師に求めたい。 その際、 ラ イ フイ ベ ン ト の数は大き な問

題 では ない だ ろ う 。 オ ー セ ン テ イ ツク セル フの形成 にお

いて、 自分は若年で経験が浅い と いう 言い訳や、 ベテラ

ンで数多 く を見てき たと いう 主張は どち ら も当てはま ら

ない。 体験 をいかに捉え、 学 びと し、 子 ども たちの前に

立 っ た と き に語れる も の を、 あ るいは無言の行動の内 に

示せる も のを獲得 し てい るかが問題 と な る。 こ のよ う な

営みは、 いう まで も な く 人と し て教師と し ての日々に懸

か っ てい る だ ろ う が、 ラ イ フ イ ベ ン ト ・ ト レイ ルによ っ

て、 それを支援す るこ と ができ る。 ライ フイ ベ ン ト ・ ト

レイ ルの作業によ っ て、 今まで意識化 し なかっ た過去の

体験が捉え なお さ れ、 内省 を促すこ と ができ れば、 そこ

から自 らの価値観や生き方 を明確にするこ と も でき るだ

ろ う 。 ラ イ フ イ ベ ン ト ・ ト レ イ ルは、 オーセ ン テ イ ツク

リ ー ダーの要件 1 、 2 の査定に加え て、 それら の開発 を

支援する機能を持つと考え ら れる。

オー セ ンテ イ ツク セル フの開発 だけ では、 子 ど もへの

ポ ジテ ィ ブ な影響過程 を も含 んだ オ ー セ ン テ イ ツク リ ー 

ダー シ ツプの開発 と はいえ ない。 要件 3 であ る オー セ ン

テ イ ツク な行動の発現 を支援す る こ と も重要であ る。 た

と えば今回の研究におけ る担任 D の場合、 萌芽的なオー 

セ ンテ イ ツク セルフ を形成 し てい るものの、 その価値観 ・ 

信念が子 ども と への発話にほと んど表出 さ れてい なかっ

た。 価値観 をいつ どのよ う に子 ども たち に示せばよいの

か適切な方法や状況がわから ないまま、 表出が “押 しつ

け” と な るこ と を危惧 し たのかも し れない。 ま た、 教師

の個人的価値観や信念を学校教育に持ち込むこ と そのも

のへの違和感や躊躇い、 さ ら には一種の恐れがあ っ たの

かも し れない。

し かし、 教師と 子 どもの関係性、 そこ でのリ ーダーと

フ オロ ワー の影響過程におい てこ そ、 価値観や生き方 を

介在 させた相互の成長が求めら れるのではないだろ う か。 
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教師が自 ら の生き方 を肯定 し、 オー セ ンテ イ ツク にな れ

る こ と は、 子 ども た ち のオ ーセ ン テ イ ツク セル フ の形成

過程にと っ て重要な鍵と な るはずであ る。 オー セ ンテ イ ツ

ク リ ー ダー シ ツプモ デルは、 学校教育 におい て 「人間 と

し ての成長」 「人と し て どう 生き るか」 を、 教師 と子 ど

も の両面から統合的に考え る上で も有益な視座と な るだ

ろ う o 
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